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●低温硬化性良好

Kモルタルクイックは低温時の施工を可能にし、低温硬化性および常温

逮硬化性に優れた軽量エポキシ樹脂モルタルです。さらに薄塗り時の

ドライアウ トや再はく落を起こさない優れた作業性を兼な備えていま

す。従来工法では困難であった、短時間内に補修を完了する必要のあ

るコンクリー ト構造物の欠落部の充填補修に優れた効果を発揮します。

」AlA-003934 F☆ ☆☆ ☆

コンクリー ト構造物の欠損や露筋鉄筋部の補修および不陸修正用エポキシ樹脂モルタル

施工時間が制約されるコンクリート構造物の補修 (供用中の橋梁や トンネルの躯体補修、ゴンドラ作業によ
る高層ビルの外壁補修)

軽量モルタル :比重が08以下と軽く、垂直面、天丼面でもダレがありません.

作  業  性 :成形性が良く薄塗りから厚塗りまで、自由な厚さに施工できます (1回の最大施工厚さ20111m)

耐  久  性 :下地に強力に接着し、 ド ライアウトや再はく落を起こしません。

違 硬 化 性 :短時間で初期硬化するので (3～4時間/20℃、1～2日寺問/30℃)、高所作業車の移動や交通規

制解除を短時間で行えます。

●一度に混合する量は、可使時間以内に使いきれる量にしてください。
●器具類に付着した構脂は、硬化する前に有機溶剤でふき取ってください。
●充填量は最大2tlllllll厚を目安に行ってください。(厚付は反応熱によリハラミが出る場合があります)
●施工後、速硬性が必要な部位はKモ ルタルクイックプライマー (防錆材入り)を 使用。(時間制約が無い場合

はE200、輔 修用プライマーでも可)
●低温時は硬化が遅れます。原則として5℃以上の環境で使用してください。
●硬化剤開封後は出来るだけ早く使用してください。また、パッキンをしっかり閉めてください。

項 目 主 剤 却電  化   弾制

主  成   分 エポ キ シ樹 脂 ポリアミドアミン・変性脂肪族ポリアミン

外 観 灰 自色バテ状 灰 黒 色パ テ状

混 △
Ｈ とヒ 主剤 :硬 化剤 =2:1(質 量比 )

可 使 時 間 30分  (300g/10℃ )  15う )(300g/20℃ )  5う )(3000′ 30● )

※―_値は規格値ではありません。

O‐ a下 地処理―旋弱部をはつり駅る ① ‐b下 地処理―ケレン後充分に清掃する ② プライマー≧布

③Kコレタルクイックの調合

イマーにねばり

がある間に、5mm

程度下地に密着させた後

④ Kモルタルクイックの施エ

夏季 i3時間以上

冬毒 :6時間以上

⑤養生

コ〓シ株式会社



1建 築改修工事監理指針における欠損部充てん用
エポキシ樹脂モルタルの品質基準(案)に基づく試験

X監1多:国土交通省大E官房宮庁営繕部、発行t(朗)建築保令センター

2Kモ ルタルクイック硬化物の性能規格 (社内規格値)

米黄生 120±1で 7日 間.

3使 用温度と可使時間および指触硬化性

米責生 :20で±1で

6初 期立ち上が り強さ (引張接着強さ試験)
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※厚さⅢ10mmの 場合

試験項目 品 質 基 準 測定値例

外観、
コテ塗り等

均等で、異物の混入のないこと。コテ離れがよ
く、曲げ試験体が容易に成形できること 合格

曲げ強さ 3日後の値が10N/m m2以 上 14N/mm2

接着強さ 破壊ほコンクリートで起こり、又は10N/mm2以 上 25N/mm2

ダ   レ 形状に異状がなく、ダレが生じないこと 合格

4耐 候性 (測定値例)(試験方法i」ほR5201■997の形状による)
ウエザオメーター

照射時間
2 1 0時間
約 1年 相 当帥帥

1050時 間
約5年相当

2100時 間
約10年相当

曲げ強さ(N/mmつ 143 145144 141

X条 件 :ウエザオメーターにて 定 時間照射後試験。

5Kモ ルタルクイックの経時強さ(試験方法:JiS K 7208 1995に準拠)

経過時間 (時間) 4 6 12  1  24 7日

圧縮強さ(N′mm今 5 134 201 276 324

試験項目 規格値 測定値 1 試 験方法

宣 075=L005 072  1」 iS K7112‐1980

圧縮降伏強さ(N/mm2) 20以上 3 2  1」 S  K  7 2 0 8」9 9 5

曲げ強さ(N/mm2) 1 0以上 15    」 iS K 7203‐1995

引張強 さ(N/mm2) 5以上 10   」 lS K 7113」995

試験項目 5℃ 10● 20℃ 30℃

可使時間 (分 ) 約60 約30 1 約 15 約5

指触硬化 (時間) 神均80 神勺50 約20 約10

※厚さ:10mmの 場合

L剖暫哲晋調/・Kモルタルクイック:3Lセット(6kg)セット……2セット入り/1ケース

注意事項 :本品は皮フに付着したり蒸気を吸入すると、かぶれ、中毒やその他の健康障害を起こ

す恐れがあります。下記の注意事項を守って取り扱ってください。
●作業場所は充分に換気する。●取 り扱いⅢは皮フにふれないように注意 し、必要に応 じて有機 ガス用防キマスク、
または送気マスク、保護手袋、保護メガネなどを着用する。●容器からこほれた場合には、砂を散布 したのち処理す
るっ●取 りlFkい後は、手洗いおよびうがいを充分に行う=● 作業衣などに付着 した場合には、すみやかにその汚れを

よく落とす。●度 フに付着 した場合にはすみやかにふき取 り 石 ケンと本でよく洗い落とす.痛 みや外観に変化があ

る場合には医師の診祭を受ける.● 蒸気やガスなどを吸い込んで気分が悪 くなった場合には、空気の清浄な場所で安

静にするこ必要に応 じて医師の診客を受ける。●眼に入った場合には多量の本で洗い 必 要に応 じて医師の診客を受
ける.● 火災Ⅲfには、炭酸ガス 泡 または粉末消火器を用いる。●温度が40で以下の場所を定めて保管する。また、

使用後は常封する=● 指定された以外の材料と混合 しない.● 大量に混合すると、発熱 し煙が発生 したり可使時間が

短くなることがある。可使時間以内に使いきれる量を混合する。●温度が5で以下になると、紅端に硬化が遅くなる。

※詳細な注意事項が必要な場合には、製品安全データシー ト (MsDS)を ご参照 ください。

※本侃,は改良のため性状、性能を変更する場合があります。予めご了承くださいますようお願いい

たします。(記載の性状等は2004年9月現在のものです。不明の点はお問い合わせ願います。)

国際単位系(Sいrこょる数値の換算は、l kgf=9.8N、lcP・lmPa・s、l kgf・cm=98X102」、l MPa=lN/m甫です。
lN/m甫は約10 2kg7cm2に相当します。

―
健康に有害な物質を含有しています。かぶれやすい物質です。

コエン株式会社 ンド事業本部
本  部 /大 阪市中央区平野町2■2(沢の鶴ビル)
東京支店/東京都千代回区神回錦町23(竹橋スクエア)

〒54+0046 TEL06(6223)2961 FAX00(6223)2927

〒10+0054 TEL03(5259)5737 FAX03(5259)2144

本資料の技術情4Hl 拝昨処lJ側は当社の試敵 前F究に基づいたもので 信頼しうるものと考えますが 記鼓の諸性能および諸特性などは 材ド,やll用条件などにより本資|‖
と共なる結果を■することがあります↓実際の諸性能 語特性などについては ご需要求4位で試験 0,究ならびに検11の上 ご使用いただきますようわ順いいたします̀

名古屋支店 TEL052(262)8173

福 同支店 T E L 0 9 2 ( 5 5 1 ) 1 7 6 4

+ し幌支店 T E L O 打( 6 1 2 ) 0 2 1 1

FAXo52(262)3175

FAXo92(551)1545

FAX011(612)0219

仙合営業所 T E L 0 2 2 ( 2 1 1 ) 5 0 3 1

北関京営業所 TEL027(324)3002

厚木営業所 T E [ 0 4 6 ( 2 2 9 ) 9 6 1 0

FAXo22(211)4990

FAX027(324)1197

FAX046(229)9636

全沢営業所 TEL076(223)1565 FAXo76(223)4794

広島営業所 「EL082(507)191l FAXo32(507)6676

高松営業所 干EL037(335)2020 FAX087(835)4623
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古紅0ど合約 oo比再生電と積用しています

KモJbヨJbタイリ :盟さを:‖‖‖|♀|:罫号
2004910000(T)17 FD


